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１． 本年度の研究成果 
本研究では，わが国のがん診療の質を評価するための指標を開発することを目的として

いる．がん診療の質構造知識モデルにもとづき、がん診療の質向上にとって意味のある本

質的な質評価指標の開発を行い、指標改善も可能とする計測システムを設計する．ここで

開発する質評価指標は，手術中出血量・在院日数・再入院率等の既存の臨床指標ではなく，

質マネジメントに必要とするがん診療のプロセス構造の中に，質を評価する指標を特定す

るものである．質評価指標を特定するための関連要素は、がん診療のプロセスを構造的に

可視化する科学的方法論 PCAPS（ピーキャップス）を用いることで，①患者プロファイ

ル ②個別診療計画として選択されたルート（ユニット組み合わせ） ③ユニット滞在日

数 ④質を表現する結果指標と，その要因系の存在するユニット間の関係性 ⑤④の間に

あるユニット内の臨床状況，等から取得可能である．これら潤沢なプロセス関係構造デー

タをもとに，質評価指標の特定を行う．また指標の観点としては，医療政策的価値・患者

にとっての価値・病院組織としての価値・医師看護師等医療専門職としての価値からの観

点を用いる．初期時点では，特に臨床現場で医師が感じ取っているがん診断・治療の質を

左右する因子に着目し，PCAPS コンテンツ設計を行う．すなわち暗黙知となっている医

師の経験知を抽出し，実際の臨床調査と分析により特定される手順とする。また，本研究

では，特定された質評価指標が，実際のがん診療プロセスの中でどのように出現するのか

を構造的に調査し，分析するためのしくみを設計する． 
 今年度の研究成果は，以下のようである． 

① がん診療の質構造知識モデルの構築：がん種毎の俯瞰図（概念図と電子コ

ンテンツ）・・・頭部・肺・乳房・胃・結腸・前立腺 
② ①の俯瞰図上で，診療の質に強く影響を与える生体侵襲の高い医療行為が

提供されるユニットの PCAPS コンテンツ（臨床プロセスチャート CPC・

ユニットシート US）のレビューと改善ポイントの特定 
③ ①の俯瞰図電子コンテンツ上での各患者の通過履歴を調査する計測システ

ムの仕様設計 
④ ①の俯瞰図の電子 CPC を用いた電子調査コンテンツの作成 

＝がん診療の質評価指標特定のための調査用 PCAPS 電子コンテンツの開

発の第１ステップ（プロセス俯瞰モデルに基づいた調査コンテンツ開発手

法） 
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図１ がん診療プロセスの俯瞰概念図の基本フレームと事例（結腸がん） 
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  図２ 俯瞰概念図から，PCAPS 俯瞰電子コンテンツ CPC 事例（結腸がん） 
     質保証・質管理のために必要となる第２階層の CPC/US の作成ユニットの特定 
     レビュー・改善ポイントの指摘を実施した PCAPS コンテンツ 
 
 



２． 研究成果の意義および今後の発展性 
 研究初年度に，がん種毎の診療プロセス俯瞰モデルおよび当該電子コンテンツが設計で

きたことの意義は大きい．これによって，質評価の結果・原因の要素が存在する局面を特

定できる．また当該局面のさらなる詳細な PCAPS コンテンツを開発することで，より具

体的な指標特定が可能となる．また，当該指標の値を患者毎にデータ格納していく調査シ

ステムに必要とする機能・現実可能性があきらかとなる． 
 
３． 倫理面への配慮 
 質評価指標としての検証調査は，がん種毎の分担研究者が自院と研究協力者の病院で個

人が特定されない状況のデータファイルを作成して，分析することになっている．重要な

のは質評価指標としての妥当性・計測可能性であり，個人を特定するものではない． 
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